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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信網を構成する基地局から、接続を推奨する無線ＬＡＮアクセスポイントのアク
セスポイント識別子からなるリストを個別シグナリングにより受信するレシーバと、
　自無線端末の接続対象とする無線ＬＡＮアクセスポイントを判断する際に用いるアクセ
スポイント識別子として前記リスト中のアクセスポイント識別子のみを保持し、前記リス
ト中のアクセスポイント識別子に対応する無線ＬＡＮアクセスポイントに接続する処理を
行うコントローラと、を備え、
　前記レシーバは、前記基地局によって自無線端末の接続対象から除外すると決定された
所定の無線ＬＡＮアクセスポイントのアクセスポイント識別子を前記基地局からさらに受
信し、
　前記コントローラは、前記所定の無線ＬＡＮアクセスポイントのアクセスポイント識別
子の受信に応じて、前記リスト中のアクセスポイント識別子のうち前記所定の無線ＬＡＮ
アクセスポイントのアクセスポイント識別子を削除することを特徴とする無線端末。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、移動通信網のカバレッジエリアと無線ＬＡＮのカバレッジエリアとの間で待
ち受け先又は接続先を切り替える切替処理を行うシステムで用いる基地局に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）に代表される移動通信網の
カバレッジエリアと無線ＬＡＮのカバレッジエリアの少なくとも一部が重複している場合
に、無線端末が移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替える切替
処理（ネットワークセレクション又は及びトラフィックステアリング）が提案されている
。具体的には、切替処理は、無線端末が移動通信網側の第１情報が第１条件を満たすか否
か及び無線端末が無線ＬＡＮ側の第２情報が第２条件を満たすか否かに基づいて行われる
。
【０００３】
　ここで、移動通信網側の第１情報は、例えば、受信信号の信号レベル（ＲＳＲＰ；Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）の測定結果（ＲＳＲＰ
ｍｅａｓ）及び受信信号の信号品質（ＲＳＲＱ；Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒ
ｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）の測定結果（ＲＳＲＱｍｅａｓ）である。無線ＬＡＮ
側の第２情報は、例えば、無線ＬＡＮのチャネル利用値、無線ＬＡＮのバックホール値、
受信信号の信号強度（ＲＳＳＩ；Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）である。
【０００４】
　ところで、無線端末が移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替
えるか否かの判定に使用する判定パラメータは、移動通信網に設けられる基地局から無線
端末に対して通知される。判定パラメータとしては、無線端末に対して個別に通知される
個別パラメータ及び無線端末に対して報知される報知パラメータが存在する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】３ＧＰＰ技術仕様書「ＴＳ　３６．３０４　V１２．１．０」
【発明の概要】
【０００６】
　一の実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局は、無線端末が前記
移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替えるか否かを判定するた
めに使用する第１の判定パラメータを設定するコントローラと、前記第１の判定パラメー
タを自基地局配下の無線端末へ送信するトランスミッタと、他の基地局から通知された情
報を受信するレシーバと、を備える。前記コントローラは、前記情報を考慮して、前記第
１の判定パラメータを設定する。
【０００７】
　一の実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局は、無線端末が前記
移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替えるか否かを判定するた
めに使用する第１の判定パラメータを設定するコントローラと、前記判定パラメータを自
基地局配下の無線端末へ送信するトランスミッタと、を備える。前記コントローラは、前
記第１の判定パラメータに関する優先度を前記第１の判定パラメータと共に他の基地局へ
送信する。
【０００８】
　一の実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局は、接続を推奨する
無線ＬＡＮアクセスポイントの識別子からなるリストを、自基地局配下の無線端末に対し
て個別シグナリングにより送信するトランスミッタを備える。前記トランスミッタは、前
記無線端末が保持する前記リストから所定の無線ＬＡＮアクセスポイントの識別子を除外
させる除外情報を前記無線端末にさらに送信する。一の実施形態に係る無線端末は、移動
通信網を構成する基地局から、接続を推奨する無線ＬＡＮアクセスポイントの識別子から
なるリストを個別シグナリングにより受信するレシーバと、前記リストを保持し、前記リ
ストに含まれる無線ＬＡＮアクセスポイントに接続する処理を行うコントローラと、を備
える。前記レシーバは、前記リストから所定の無線ＬＡＮアクセスポイントの識別子を除
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外させる除外情報を前記基地局からさらに受信する。前記コントローラは、前記除外情報
の受信に応じて、前記リストから前記所定の無線ＬＡＮアクセスポイントの識別子を除外
する。
【０００９】
　一の実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局は、自基地局が管理
する自セルのカバレッジ内の無線ＬＡＮアクセスポイントを示す識別子を含むＡＰ情報を
前記自セル内の無線端末に送信するトランスミッタと、前記ＡＰ情報に含まれる少なくと
も一部の識別子を、他セルを管理する他の基地局に送信する制御を行うコントローラと、
を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、各実施形態に係る通信システム１を示す図である。
【図２】図２は、各実施形態に係る無線端末１０を示すブロック図である。
【図３】図３は、各実施形態に係る無線基地局１００を示すブロック図である。
【図４】図４は、ピンポン現象を説明するための説明図である。
【図５】図５は、本実施形態に係る動作環境を説明するための説明図である。
【図６】図６は、本実施形態に係る動作を説明するためのシーケンス図である。
【図７】図７は、本実施形態に係る無線基地局１００の動作の一例を説明するためのフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　［実施形態の概要］
　ここで、第１の基地局が管理するセルのカバレッジエリアと、第２の基地局が管理する
セルのカバレッジエリアとの重複部分に、無線ＬＡＮに設けられる無線ＬＡＮアクセスポ
イント（以下、ＡＰ）が存在するケースを想定する。
【００１２】
　このケースにおいて、例えば、第１の基地局が、自局の負荷を減少させるために、無線
端末が第１の基地局に接続し難くなるように判定パラメータを変更し、変更された判定パ
ラメータを配下の無線端末に送信する（ａ）。これによって、第１の基地局に接続する一
部の無線端末は、変更された判定パラメータに基づいて、無線ＬＡＮ（具体的には、ＡＰ
）に接続先を切り替える（ｂ）。無線ＬＡＮの接続が増加することによって、ＡＰとの通
信状況が悪化した一部の無線端末は、判定パラメータに基づいて、移動通信網（具体的に
は、第２の基地局）へ接続先を切り替える（ｃ）。これによって自局の負荷が増加した第
２の基地局は、無線端末が第２の基地局に接続し難くなるように判定パラメータを変更し
、変更された判定パラメータを配下の無線端末に送信する（ｄ）。第２の基地局に接続す
る一部の無線端末は、変更された判定パラメータに基づいて、無線ＬＡＮ（ＡＰ）へ接続
先を切り替える（ｅ）。無線ＬＡＮへの接続が増加することによって、ＡＰとの通信状況
が悪化した一部の無線端末が、判定パラメータに基づいて、移動通信網（具体的には、第
１の基地局）へ接続先を切り替える（ｆ）。これによって自局の負荷が増加した第１の基
地局は、無線端末が第１の基地局へさらに接続し難くなるように判定パラメータを変更し
、変更された判定パラメータを配下の無線端末に送信する（ａ’）。一部の無線端末は、
変更された判定パラメータに基づいて、無線ＬＡＮ（ＡＰ）へ接続先を切り替える（ｂ’
）。このような一連の動作が繰り返されることによって、無線端末が、移動通信網と無線
ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先の切り替えを交互に繰り返す非効率的な動作（いわ
ゆる、ピンポン現象）が生じ得る。
【００１３】
　そこで、実施形態では、無線端末が移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接
続先の切り替えを交互に繰り返す非効率的な動作を低減可能とすることを目的とする。
【００１４】
　第１実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局は、無線端末が前記



(4) JP 6445575 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替えるか否かを判定するた
めに使用する第１の判定パラメータを設定するコントローラと、前記第１の判定パラメー
タを自基地局配下の無線端末へ送信するトランスミッタと、他の基地局から通知された情
報を受信するレシーバと、を備える。前記コントローラは、前記情報を考慮して、前記第
１の判定パラメータを設定する。
【００１５】
　第１実施形態において、前記情報は、前記他の基地局において設定された第２の判定パ
ラメータである。前記第２の判定パラメータは、前記無線端末が前記移動通信網と前記無
線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替えるか否かを判定するために使用する判
定パラメータである。
【００１６】
　第１実施形態において、前記情報は、前記他の基地局における負荷情報、加入者情報及
びオペレータ情報のうちの少なくともいずれか一つを含む。
【００１７】
　第１実施形態において、前記コントローラは、前記第２の判定パラメータが前記第１の
判定パラメータよりも優先される場合に、前記第２の判定パラメータを考慮して、前記第
１の判定パラメータを設定することを特徴とする。
【００１８】
　第１実施形態において、前記コントローラは、前記第２の判定パラメータが前記無線Ｌ
ＡＮへの切り替えを促すパラメータである場合、前記第１の判定パラメータを前記無線Ｌ
ＡＮへの切り替えを控えるパラメータに設定する。
【００１９】
　第１実施形態において、前記無線ＬＡＮへの切り替えを促すパラメータは、前記移動通
信網側の閾値が所定値より高い値であるか又は前記無線ＬＡＮ側の閾値が所定値よりも低
い値である。前記無線ＬＡＮへの切り替えを控えるパラメータは、前記移動通信網側の閾
値が所定値より低い値であるか又は前記無線ＬＡＮ側の閾値が所定値よりも高い値である
。
【００２０】
　第１実施形態において、前記コントローラは、前記第１の判定パラメータの優先度を前
記他の基地局に送信する制御を行う。
【００２１】
　第１実施形態において、前記優先度は、前記第２の判定パラメータに対する前記第１の
判定パラメータの相対的な優先度若しくは前記第１の判定パラメータの絶対的な優先度を
前記他の基地局に送信する制御を行う。
【００２２】
　第１実施形態において、前記コントローラは、前記優先度の持続時間を示すタイマ情報
を、前記優先度と共に送信する制御を行う。
【００２３】
　第１実施形態において、前記コントローラは、自基地局の負荷情報と前記他の基地局の
負荷情報とに基づいて、前記優先度を決定する。
【００２４】
　第１実施形態において、前記コントローラは、前記無線端末の契約内容に関する加入者
情報に基づいて、前記優先度を決定する。
【００２５】
　第１実施形態において、前記コントローラは、オペレータが優先する基地局を示す情報
に基づいて、前記第１の判定パラメータの優先度を決定する。
【００２６】
　第１実施形態において、前記コントローラは、自基地局が管理する自セルのカバレッジ
エリア内の無線ＬＡＮアクセスポイントの負荷情報を取得し、前記無線ＬＡＮアクセスポ
イントの負荷情報に基づいて、前記第１の判定パラメータを設定する。
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【００２７】
　第１実施形態において、前記コントローラは、前記他の基地局が管理する他セルのカバ
レッジエリア内の無線ＬＡＮアクセスポイントを示すＡＰ識別子が含まれるＡＰ情報を取
得する。前記コントローラは、前記ＡＰ情報に基づいて、前記自基地局が管理する自セル
のカバレッジエリアと前記他セルのカバレッジエリアとに重複して存在する無線ＬＡＮア
クセスポイントを発見した場合に、前記第２の判定パラメータを考慮して、前記第１の判
定パラメータを設定する。
【００２８】
　第１実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局は、無線端末が前記
移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替えるか否かを判定するた
めに使用する第１の判定パラメータを設定するコントローラと、前記判定パラメータを自
基地局配下の無線端末へ送信するトランスミッタと、を備える。前記コントローラは、前
記第１の判定パラメータに関する優先度を前記第１の判定パラメータと共に他の基地局へ
送信する。
【００２９】
　第１実施形態において、前記第１の判定パラメータに関する優先度は、他の基地局から
通知された情報に基づいて決定される。
【００３０】
　第１実施形態において、前記第１の判定パラメータに関する優先度は、前記他の基地局
が第２の判定パラメータを設定する際に考慮される情報である。前記第２の判定パラメー
タは、前記無線端末が前記移動通信網と前記無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を
切り替えるか否かを判定するために使用する。
【００３１】
　第２実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局は、自基地局が管理
するセルのカバレッジエリア内に存在し、接続を推奨する無線ＬＡＮアクセスポイントを
示すＡＰ識別子が含まれる第１のＡＰ情報を前記自基地局配下の無線端末に送信するトラ
ンスミッタと、他セルを管理する他の基地局から、前記他セルのカバレッジ内の無線ＬＡ
Ｎアクセスポイントを示すＡＰ識別子が含まれる第２のＡＰ情報を受信するレシーバと、
前記第１のＡＰ情報と前記第２のＡＰ情報とに共通して含まれる所定のＡＰ識別子を特定
するコントローラと、を備える。
【００３２】
　第２実施形態において、前記コントローラは、前記所定のＡＰ識別子を前記第１のＡＰ
情報から削除する制御を行う。
【００３３】
　第２実施形態において、前記コントローラは、前記他の基地局の方が自基地局よりも優
先される場合に、前記所定のＡＰ識別子を前記第１のＡＰ情報から削除する制御を行う。
【００３４】
　その他実施形態において、前記トランスミッタは、前記無線端末が保持する前記第１の
ＡＰ情報から前記所定のＡＰ識別子を除外させるための除外情報を前記無線端末に送信す
る。
【００３５】
　その他実施形態において、前記トランスミッタは、第１の判定パラメータ及び第２の判
定パラメータの少なくとも一方を前記無線端末に送信する。前記第１の判定パラメータは
、前記所定のＡＰ識別子に対応付けられ、且つ、前記無線端末が前記移動通信網と前記無
線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替えるか否かを判定するために使用する判
定パラメータである。前記第２の判定パラメータは、前記所定のＡＰ識別子以外の前記第
１のＡＰ情報に含まれるＡＰ識別子に対応付けられ、且つ、前記無線端末が前記移動通信
網と前記無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替えるか否かを判定するために
使用する判定パラメータである。
【００３６】
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　第２実施形態及びその他実施形態に係る基地局は、移動通信網を構成する。前記基地局
は、自基地局が管理する自セルのカバレッジ内の無線ＬＡＮアクセスポイントを示す識別
子を含むＡＰ情報を前記自セル内の無線端末に送信するトランスミッタと、前記ＡＰ情報
に含まれる少なくとも一部の識別子を、他セルを管理する他の基地局に送信する制御を行
うコントローラと、を備える。
【００３７】
　［第１実施形態］
　（通信システム）
　以下において、第１実施形態に係る通信システムについて説明する。図１は、第１実施
形態に係る通信システム１を示す図である。
【００３８】
　図１に示すように、通信システム１は、無線基地局１００と、アクセスポイント２００
とを有する。また、通信システム１は、無線基地局１００又はアクセスポイント２００と
接続可能な無線端末１０を備える。
【００３９】
　無線端末１０は、携帯電話又はタブレットなどの端末である。無線端末１０は、無線基
地局１００と無線通信を行う機能に加えて、アクセスポイント２００と無線通信を行う機
能を有する。
【００４０】
　無線基地局１００は、第１カバレッジエリア１００Ａを有しており、第１カバレッジエ
リア１００Ａにおいて、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）に代表され
る移動通サービスを提供する。無線基地局１００は、１つ又は複数のセルを管理しており
、第１カバレッジエリア１００Ａは、１つ又は複数のセルによって構成される。無線基地
局１００は、移動通信網のエンティティである。なお、セルとは、地理的なエリアを示す
用語と考えてもよく、無線端末１０と無線通信を行う機能と考えてもよい。
【００４１】
　アクセスポイント２００は、第２カバレッジエリア２００Ａを有しており、第２カバレ
ッジエリア２００Ａにおいて、無線ＬＡＮサービスを提供する。アクセスポイント２００
は、無線ＬＡＮのエンティティである。第２カバレッジエリア２００Ａの少なくとも一部
は、第１カバレッジエリア１００Ａと重複する。第２カバレッジエリア２００Ａの全部が
第１カバレッジエリア１００Ａと重複していてもよい。一般的には、第２カバレッジエリ
ア２００Ａは、第１カバレッジエリア１００Ａよりも小さい。
【００４２】
　（適用シーン）
　第１実施形態において、無線端末が移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接
続先を切り替える切替処理（例えば、ネットワークセレクション及びトラフィックステア
リング）を行う方法について説明する。ＲＲＣコネクティッド状態又はＲＲＣアイドル状
態の無線端末１０は、移動通信網（セルラ通信ネットワーク）及び無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ
通信ネットワーク）のうちトラフィックを送受信するネットワークを選択するために切り
替える処理を行う。具体的には、移動通信網側の第１情報が第１条件を満たしており、か
つ、無線ＬＡＮ側の第２情報が第２条件を満たしている状態が所定期間に亘って継続する
場合に、切替処理（例えば、ネットワークセレクション及びトラフィックステアリング）
が実行される。
【００４３】
　第１実施形態において、切替処理は、移動通信網から無線ＬＡＮに対して待ち受け先又
は接続先を切り替える処理、及び、無線ＬＡＮから移動通信網に対して待ち受け先又は接
続先を切り替える処理の双方を含む。
【００４４】
　ここで、移動通信網側の第１情報は、例えば、受信信号の信号レベル（ＲＳＲＰ；Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）の測定結果（ＲＳＲＰ
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ｍｅａｓ）及び受信信号の信号品質（ＲＳＲＱ；Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒ
ｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）の測定結果（ＲＳＲＱｍｅａｓ）である。
【００４５】
　無線ＬＡＮ側の第２情報は、例えば、無線ＬＡＮのチャネル利用値（ＣｈａｎｎｅｌＵ
ｔｉｌｉｚａｔｉｏｎＷＬＡＮ）、無線ＬＡＮの下りリンクのバックホール値（Ｂａｃｋ
ｈａｕｌＲａｔｅＤｌＷＬＡＮ）、無線ＬＡＮの上りリンクのバックホール値（Ｂａｃｋ
ｈａｕｌＲａｔｅＵｌＷＬＡＮ）、受信信号の信号レベル（ＲＳＳＩ；Ｒｅｃｅｉｖｅｄ
　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）である。
【００４６】
　（移動通信網から無線ＬＡＮに対する切替処理）
　移動通信網から無線ＬＡＮに対して待ち受け先又は接続先を切り替える第１条件は、例
えば、以下の条件（１ａ）又は（１ｂ）のいずれかが満たされることである。但し、第１
条件は、以下の条件（１ａ）～（１ｂ）の全てが満たされることであってもよい。
【００４７】
　（１ａ）ＲＳＲＰｍｅａｓ＜ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，Ｌ

ｏｗＰ

　（１ｂ）ＲＳＲＱｍｅａｓ＜ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，Ｌ

ｏｗＱ

【００４８】
　なお、“ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＬｏｗＰ”及び“Ｔｈ
ｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＬｏｗＱ”は、無線基地局１００から
提供される閾値又は予め定められた閾値である。
【００４９】
　移動通信網から無線ＬＡＮに対して待ち受け先又は接続先を切り替える第２条件は、例
えば、以下の条件（１ｃ）～（１ｆ）の全てが満たされることである。但し、第２条件は
、以下の条件（１ｃ）～（１ｆ）のいずれかが満たされることであってもよい。
【００５０】
　（１ｃ）ＣｈａｎｎｅｌＵｔｉｌｉｚａｔｉｏｎＷＬＡＮ＜ＴｈｒｅｓｈＣｈＵｔｉｌ

ＷＬＡＮ，Ｌｏｗ

　（１ｄ）ＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＤｌＷＬＡＮ＞ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＤ

ＬＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ

　（１ｅ）ＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＵｌＷＬＡＮ＞ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＵ

ＬＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ

　（１ｆ）ＲＳＳＩ＞ＴｈｒｅｓｈＢＥＡＣＯＮSＲＳＳＩ，Ｈｉｇｈ

【００５１】
　なお、“ＴｈｒｅｓｈＣｈＵｔｉｌＷＬＡＮ，Ｌｏｗ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲ

ａｔｅＤＬＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＵＬＷＬＡＮ，Ｈ

ｉｇｈ”及び“ＴｈｒｅｓｈＢＥＡＣＯＮSＲＳＳＩ，Ｈｉｇｈ”は、基地局１００から
提供される閾値又は予め定められた閾値である。
【００５２】
　（無線ＬＡＮから移動通信網に対する切替処理）
　無線ＬＡＮから移動通信網に対して待ち受け先又は接続先を切り替える第１条件は、例
えば、以下の条件（２ａ）及び（２ｂ）が満たされることである。但し、第１条件は、以
下の条件（２ａ）又は（２ｂ）のいずれかが満たされることであってもよい。
【００５３】
　（２ａ）ＲＳＲＰｍｅａｓ＞ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，Ｈ

ｉｇｈＰ

　（２ｂ）ＲＳＲＱｍｅａｓ＞ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，Ｈ

ｉｇｈＱ

【００５４】
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　なお、“ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＨｉｇｈＰ”及び“Ｔ
ｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＨｉｇｈＱ”は、基地局１００から
提供される閾値又は予め定められた閾値である。
【００５５】
　無線ＬＡＮから移動通信網に対して待ち受け先又は接続先を切り替える第２条件は、例
えば、以下の条件（２ｃ）～（２ｆ）のいずれかが満たされることである。但し、第２条
件は、以下の条件（２ｃ）～（２ｆ）の全てが満たされることであってもよい。
【００５６】
　（２ｃ）ＣｈａｎｎｅｌＵｔｉｌｉｚａｔｉｏｎＷＬＡＮ＞ＴｈｒｅｓｈＣｈＵｔｉｌ

ＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ

　（２ｄ）ＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＤｌＷＬＡＮ＜ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＤ

ＬＷＬＡＮ，Ｌｏｗ

　（２ｅ）ＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＵｌＷＬＡＮ＜ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＵ

ＬＷＬＡＮ，Ｌｏｗ

　（２ｆ）ＲＳＳＩ＜ＴｈｒｅｓｈＢＥＡＣＯＮSＲＳＳＩ，Ｌｏｗ

【００５７】
　なお、“ＴｈｒｅｓｈＣｈＵｔｉｌＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈ

ＲａｔｅＤＬＷＬＡＮ，Ｌｏｗ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＵＬＷＬＡＮ，Ｌ

ｏｗ”及び“ＴｈｒｅｓｈＢＥＡＣＯＮSＲＳＳＩ，Ｌｏｗ”は、基地局１００から提供
される閾値又は予め定められた閾値である。
【００５８】
　なお、上述した閾値が提供されていない場合には、無線端末１０は、閾値が提供されて
いない情報の取得（すなわち、受信又は測定）を省略してもよい。
【００５９】
　第１実施形態において、上述した各種閾値は、移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受
け先又は接続先を切り替える切替処理を行うか否かを判定するための判定パラメータ（例
えば、ＲＡＮ　ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）の一例である。すなわち、
判定パラメータは、“ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＬｏｗＰ”
、“ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，ＬｏｗＱ”、“Ｔｈｒｅｓｈ

ＣｈＵｔｉｌＷＬＡＮ，Ｌｏｗ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＤＬＷＬＡＮ，Ｈ

ｉｇｈ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＵＬＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ”、“Ｔｈｒｅｓ
ｈＢＥＡＣＯＮSＲＳＳＩ，Ｈｉｇｈ”、“ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄ

ＷＬＡＮ，ＨｉｇｈＰ”、“ＴｈｒｅｓｈＳｅｒｖｉｎｇＯｆｆｌｏａｄＷＬＡＮ，Ｈｉ

ｇｈＱ”、“ＴｈｒｅｓｈＣｈＵｔｉｌＷＬＡＮ，Ｈｉｇｈ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋ

ｈＲａｔｅＤＬＷＬＡＮ，Ｌｏｗ”、“ＴｈｒｅｓｈＢａｃｋｈＲａｔｅＵＬＷＬＡＮ，

Ｌｏｗ”及び“ＴｈｒｅｓｈＢＥＡＣＯＮSＲＳＳＩ，Ｌｏｗ”の中から選択された１つ
以上の値を含む。
【００６０】
　さらに、判定パラメータは、無線端末が第１条件又は第２条件を満たしている状態を継
続すべき所定期間（ＴｓｔｅｅｒｉｎｇＷＬＡＮ）を含んでもよい。或いは、判定パラメ
ータは、無線端末が移動通信網から無線ＬＡＮに対して待ち受け先又は接続先を切り替え
るオフロード処理を行った場合に、後述する無線端末１０が保持すべき所定期間（Ｔ３５
０タイマ値）を含んでもよい。
【００６１】
　判定パラメータとしては、無線基地局１００から無線端末１０に対して個別に通知され
る個別パラメータ及び無線基地局１００から無線端末１０に対して報知される報知パラメ
ータが存在する。個別パラメータは、例えば、無線基地局１００から無線端末１０に送信
されるＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ）に含まれる。報知パラメータは、例えば、無線基地局１００から報知され
るＳＩＢ（例えば、ＷＬＡＮ－ＯｆｆｌｏａｄＣｏｎｆｉｇ－ｒ１２）に含まれる。無線



(9) JP 6445575 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

端末１０は、報知パラメータに加えて個別パラメータを受信した場合に、報知パラメータ
よりも個別パラメータを優先して適用することに留意すべきである。
【００６２】
　（無線端末）
　以下において、第１実施形態に係る無線端末について説明する。図２は、第１実施形態
に係る無線端末１０を示すブロック図である。
【００６３】
　図２に示すように、無線端末１０は、ＬＴＥ無線通信部１１（トランシーバ／トランス
ミッタ／レシーバ）と、ＷＬＡＮ無線通信部１２（トランシーバ／トランスミッタ／レシ
ーバ）と、制御部１３（コントローラ）とを有する。
【００６４】
　ＬＴＥ無線通信部１１は、無線基地局１００と無線通信を行う機能を有し、例えば、無
線送受信機によって構成される。例えば、ＬＴＥ無線通信部１１は、無線基地局１００か
ら参照信号を定期的に受信する。ＬＴＥ無線通信部１１は、参照信号の信号レベル（ＲＳ
ＲＰ）及び参照信号の信号品質（ＲＳＲＱ）を定期的に測定する。ＬＴＥ無線通信部１１
は、判定パラメータとして個別パラメータ及び報知パラメータを無線基地局１００から受
信する。
【００６５】
　ＷＬＡＮ無線通信部１２は、アクセスポイント２００と無線通信を行う機能を有し、例
えば、無線送受信機によって構成される。例えば、ＷＬＡＮ無線通信部１２は、アクセス
ポイント２００からビーコン又はプローブ応答を受信する。ビーコン又はプローブ応答は
、ＢＢＳ　Ｌｏａｄ情報要素を含み、無線ＬＡＮのチャネル利用値（ＣｈａｎｎｅｌＵｔ
ｉｌｉｚａｔｉｏｎＷＬＡＮ）は、ＢＢＳ　Ｌｏａｄ情報要素から取得することができる
。
【００６６】
　ＷＬＡＮ無線通信部１２は、アクセスポイント２００に対する要求（ＧＡＳ（Ｇｅｎｅ
ｒｉｃ　Ａｄｖｅｒｔｉｓｅｍｅｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）　Ｒｅｑｕｅｓｔ）に応じてア
クセスポイント２００から返信される応答（ＧＡＳ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を受信する。応
答（ＧＡＳ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）は、無線ＬＡＮの下りリンクのバックホール値（Ｂａｃ
ｋｈａｕｌＲａｔｅＤｌＷＬＡＮ）及び無線ＬＡＮの上りリンクのバックホール値（Ｂａ
ｃｋｈａｕｌＲａｔｅＵｌＷＬＡＮ）を含む。このような問合せ手順は、ＷＦＡ（Ｗｉ－
Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅ）のＨｏｔｓｐｏｔ２．０で規定されるＡＮＱＰ（Ａｃｃｅｓｓ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｑｕｅｒｙ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に従って行われる。
【００６７】
　ＷＬＡＮ無線通信部１２は、アクセスポイント２００から信号を受信する。ＷＬＡＮ無
線通信部１２は、受信信号の信号レベル（ＲＳＳＩ）を測定する。受信信号の信号レベル
（ＲＳＳＩ）は、ビーコン又はプローブ応答の信号強度である。
【００６８】
　制御部１３は、ＣＰＵ（プロセッサ）及びメモリ等によって構成されており、無線端末
１０を制御する。具体的には、制御部１３は、ＬＴＥ無線通信部１１及びＷＬＡＮ無線通
信部１２を制御する。また、制御部１３は、移動通信網側の第１情報が第１条件を満たし
ており、かつ、無線ＬＡＮ側の第２情報が第２条件を満たしている状態が所定期間に亘っ
て継続する場合に、移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切り替える
切替処理を実行する。
【００６９】
　第１実施形態において、制御部１３は、移動通信網から無線ＬＡＮに対して待ち受け先
又は接続先を切り替えるオフロード処理を行った後に、無線ＬＡＮから移動通信網に対し
て待ち受け先又は接続先を切り替えるオンロード処理（又はリオフロード処理）を行った
場合に、個別パラメータを破棄する。
【００７０】
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　詳細には、制御部１３は、原則として、オフロード処理に伴ってアイドル状態へ遷移が
行われる際に無線端末１０が起動する所定タイマ（上述した（Ｔ３５０タイマ）が起動さ
れている期間（Ｔ３５０タイマ値）において、個別パラメータを保持するように構成され
ている。言い換えると、制御部１３は、所定タイマの満了又は所定タイマの停止によって
、個別パラメータを破棄するように構成されている。
【００７１】
　（無線基地局）
　以下において、第１実施形態に係る無線基地局について説明する。図３は、第１実施形
態に係る無線基地局１００を示すブロック図である。
【００７２】
　図３に示すように、無線基地局１００は、ＬＴＥ無線通信部１１０（トランシーバ／ト
ランスミッタ／レシーバ）と、制御部１２０（コントローラ）と、ネットワークインター
フェイス１３０とを有する。
【００７３】
　ＬＴＥ無線通信部１１０は、無線端末１０と無線通信を行う機能を有する。例えば、Ｌ
ＴＥ無線通信部１１０は、無線端末１０に対して参照信号を定期的に送信する。ＬＴＥ無
線通信部１１０は、例えば、無線送受信機によって構成される。ＬＴＥ無線通信部１１０
は、判定パラメータとして個別パラメータ及び報知パラメータを無線端末１０に送信する
。上述したように、ＬＴＥ無線通信部１１０は、ＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）によって個別パラメータを無線
端末１０に通知し、ＳＩＢ（例えば、ＷＬＡＮ－ＯｆｆｌｏａｄＣｏｎｆｉｇ－ｒ１２）
によって報知パラメータを無線端末１０に通知する。
【００７４】
　制御部１２０は、ＣＰＵ（プロセッサ）及びメモリ等によって構成されており、無線基
地局１００を制御する。具体的には、制御部１２０は、ＬＴＥ無線通信部１１０及びネッ
トワークインターフェイス１３０を制御する。なお、制御部１２０を構成するメモリが記
憶部として機能してもよいし、制御部１２０を構成するメモリとは別に記憶部を構成する
メモリが設けられてもよい。
【００７５】
　ネットワークインターフェイス１３０は、Ｘ２インターフェイスを介して近隣基地局と
接続され、Ｓ１インターフェイスを介してＭＭＥ／Ｓ－ＧＷと接続される。ネットワーク
インターフェイス１３０は、Ｘ２インターフェイス上で行う通信及びＳ１インターフェイ
ス上で行う通信に用いられる。また、ネットワークインターフェイス１３０は、所定のイ
ンターフェイスを介してアクセスポイント２００と接続されてもよい。ネットワークイン
ターフェイス１３０は、アクセスポイント２００との通信に用いられる。
【００７６】
　（切替処理の判定）
　以下において、切替処理の判定について、移動通信網から無線ＬＡＮに対する切替処理
を例に挙げて説明する。
【００７７】
　第１に、第１情報が第１条件を満たしている状態が所定期間（ＴｓｔｅｅｒｉｎｇＷＬ
ＡＮ）に亘って継続するか否かを判定する方法について説明する。第１情報は、参照信号
の信号レベル（ＲＳＲＰ）の測定結果（ＲＳＲＰｍｅａｓ）又は参照信号の信号品質（Ｒ
ＳＲＱ）の測定結果（ＲＳＲＱｍｅａｓ）であり、参照信号は短い周期で定期的に受信さ
れ、ＲＳＲＰｍｅａｓ又はＲＳＲＱｍｅａｓが比較的に短い周期で測定される。すなわち
、ＲＳＲＰｍｅａｓ又はＲＳＲＱｍｅａｓは、時間軸方向において連続的に取得される。
【００７８】
　第２に、第２情報が第２条件を満たしている状態が所定期間（ＴｓｔｅｅｒｉｎｇＷＬ
ＡＮ）に亘って継続するか否かを判定する方法について説明する。第２情報を取得する周
期について取り決めがない。すなわち、第２情報（例えば、ＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＤ
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ｌＷＬＡＮ又はＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＵｌＷＬＡＮ）は、時間軸方向において離散的
に取得される。
【００７９】
　（第１実施形態に係る動作）
　次に、第１実施形態に係る動作について、図４から図６を用いて説明する。図４は、ピ
ンポン現象を説明するための説明図である。図５は、本実施形態に係る動作環境を説明す
るための説明図である。図６は、本実施形態に係る動作を説明するためのシーケンス図で
ある。
【００８０】
　図４に示すように、無線基地局１００－１が管理するセル（ＣｅｌｌＡ）の第１カバレ
ッジエリア１００－１Ａと無線基地局１００－２が管理するセル（ＣｅｌｌＢ）の第１カ
バレッジエリア１００－２Ａとは、重複する。さらに、第１カバレッジエリア１００－１
Ａと第１カバレッジエリア１００－２Ａとの重複部分に、アクセスポイント２００が有す
る第２カバレッジエリア２００Ａが存在する。すなわち、第１カバレッジエリアの重複部
分に、アクセスポイント２００が存在する。なお、第２カバレッジエリア２００Ａは、第
１カバレッジエリア１００－１Ａと第１カバレッジエリア１００－２Ａとの重複部分に一
部重複した状態で存在してもよい。
【００８１】
　無線端末１０－１は、第１カバレッジエリア１００－１Ａに在圏する。「在圏」とは、
無線基地局１００－１が管理するセル（ＣｅｌｌＡ）に対する待ち受け状態（ＲＲＣアイ
ドル状態）であってもよく、無線基地局１００－１が管理するセル（ＣｅｌｌＡ）に接続
された接続状態（ＲＲＣコネクティッド状態）であってもよい。
【００８２】
　ここで、無線基地局１００－１は、自局の負荷を減少させるために、配下の無線端末１
０が無線基地局１００－１（ＣｅｌｌＡ）に接続し難くなるように判定パラメータを変更
したと仮定する。無線基地局１００－１は、変更された判定パラメータを無線端末１０－
１に送信する。
【００８３】
　無線基地局１００－１に接続する無線端末１０－１は、変更された判定パラメータに基
づいて、無線ＬＡＮに接続先を切り替える。具体的には、無線端末１０－１は、アクセス
ポイント２００と接続を行う。
【００８４】
　無線端末１０－１のアクセスポイント２００への接続によって、アクセスポイント２０
０との通信状況が悪化した無線端末１０－２は、自身が保持する判定パラメータに基づい
て、移動通信網へ接続先を切り替える。具体的には、無線端末１０－２は、無線基地局１
００－２との接続を行う。
【００８５】
　無線基地局１００－２は、無線端末１０－２の接続によって負荷（Ｔｒａｆｆｉｃｌｏ
ａｄ）が増加する。これによって、無線基地局１００－２は、配下の無線端末１０が無線
基地局１００－２に接続し難くなるように判定パラメータを変更する。無線基地局１００
－２は、変更された判定パラメータを配下の無線端末１０－２に送信する。
【００８６】
　無線基地局１００－２に接続する無線端末１０－２は、変更された判定パラメータに基
づいて、無線ＬＡＮへ接続先を切り替える。具体的には、無線端末１０－２は、アクセス
ポイント２００と接続を行う。
【００８７】
　無線端末１０－２のアクセスポイント２００への接続によって、アクセスポイント２０
０との通信状況が悪化した無線端末１０－１は、自身が保持する判定パラメータに基づい
て、移動通信網へ接続先を切り替える。具体的には、無線端末１０－１は、無線基地局１
００－１との接続を行う。
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【００８８】
　無線基地局１００－１は、無線端末１０－１の接続によって負荷が増加する。これによ
って、無線基地局１００－１は、配下の無線端末１０がさらに無線基地局１００－１に接
続し難くなるように判定パラメータを変更する。無線基地局１００－１は、変更された判
定パラメータを無線端末１０－１に送信する。
【００８９】
　無線基地局１００－１に接続する無線端末１０－１は、変更された判定パラメータに基
づいて、無線ＬＡＮに接続先を切り替える。具体的には、無線端末１０－１は、アクセス
ポイント２００と接続を行う。
【００９０】
　このような一連の動作が繰り返されることによって、無線端末１０が、移動通信網と無
線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先の切り替えを交互に繰り返す非効率的な動作（い
わゆる、ピンポン現象）が生じ得る。
【００９１】
　このようなピンポン現象を解消するために、本実施形態では、無線基地局１００－２が
、無線基地局１００－１において設定された判定パラメータを考慮して、自局の判定パラ
メータを設定する。これによって、各無線基地局１００（無線基地局１００－１及び無線
基地局１００－２）が独立して判定パラメータを設定しなくなるため、無線基地局１００
－１及び無線基地局１００－２の両方が、自局に接続し難くなるように判定パラメータを
設定することを抑制できる。その結果、ピンポン現象の発生を低減できる。
【００９２】
　以後、本実施形態に係る詳細な動作の一例について、説明する。
【００９３】
　図５に示すように、無線基地局１００－１（ｅＮＢ１００－１）は、ＣｅｌｌＡを管理
する。無線基地局１００－２（ｅＮＢ１００－２）は、ＣｅｌｌＢを管理する。Ｃｅｌｌ
Ａの第１カバレッジエリア１００－１ＡとＣｅｌｌＢの第１カバレッジエリア１００－２
Ａとの重複部分に、アクセスポイント２００が有する第２カバレッジエリア２００Ａが存
在する。また、図５では、無線基地局１００－１（ｅＮＢ１００－１）の判定パラメータ
の優先度が高い状態（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ　Ｈｉｇｈ）にあって、無線基地局１００－２（
ｅＮＢ１００－２）の判定パラメータの優先度が低い状態（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ　Ｌｏｗ）
にある。従って、各無線基地局１００（ｅＮＢ１００）は、自局の優先度に基づいて、判
定パラメータ（ＲＡＮ　Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）を設定する。言い
換えれば、無線基地局１００－１（ｅＮＢ１００－１）は、無線基地局１００－２（ｅＮ
Ｂ１００－２）より優先して判定パラメータを設定する。判定パラメータの設定の詳細に
ついては、以下に説明する。
【００９４】
　図６に示すように、ステップＳ１０１において、無線基地局１００－１は、判定パラメ
ータの優先度を決定するために用いられる自局（無線基地局１００－１）に関する情報を
無線基地局１００－２に送信する。また、無線基地局１００－２は、同様に、自局（無線
基地局１００－２）に関する情報を無線基地局１００－１に送信する。
【００９５】
　自局に関する情報は、例えば、無線基地局１００の負荷情報（Ｌｏａｄ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ）、加入者情報（ＵＥ　ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎ）、オペレータ設定情報（
ｏｐｅｒａｔｏｒ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）の少なくともいずれかの情報を含む。
負荷情報は、自局の負荷を示す情報である。例えば、負荷情報は、トラフィックを示す情
報、無線リソースの使用率を示す情報などである。加入者情報は、無線端末１０のユーザ
とオペレータとの契約に関する情報である。具体的には、加入者情報は、無線端末１０の
契約内容に関する情報（例えば、料金に関する情報など）である。契約内容には、例えば
、契約プラン、契約サービス、契約料、課金状況等がある。オペレータ設定情報は、オペ
レータが優先する無線基地局１００を示す情報である。例えば、オペレータ設定情報は、
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マクロセルを管理する無線基地局１００が、スモールセルを管理する無線基地局１００よ
りも優先されることを示す情報である。或いは、オペレータ設定情報は、優先される無線
基地局１００の識別子（例えば、オフロード処理が積極的に行われるように判定パラメー
タが設定されている無線基地局１００の識別子）のリストであってもよい。
【００９６】
　ステップＳ１０２において、無線基地局１００－２は、自局において設定された判定パ
ラメータ（ＲＡＮ　ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）を無線基地局１００－
１に送信する。
【００９７】
　ステップＳ１０３において、無線基地局１００－１は、判定パラメータ及び判定パラメ
ータの優先度を決定する。ここでいう判定パラメータの優先度は、自無線基地局１００－
１が他の無線基地局に対して優先的に判定パラメータを設定できるか否かの指標となる値
である。また、判定パラメータの優先度は、絶対的な判定パラメータの優先度（例えば、
０～１００の値若しくは高～低で設定される）若しくは相対的な判定パラメータの優先度
（例えば、無線基地局１００－１の方が無線基地局１００－２より優先度が高い）等の情
報であってもよい。
【００９８】
　例えば、無線基地局１００－１は、以下の少なくともいずれかの方法によって、判定パ
ラメータの優先度を決定する。
【００９９】
　第１の方法では、無線基地局１００－１は、自局の負荷情報と他の無線基地局１００－
２の負荷情報とに基づいて、判定パラメータの優先度を決定する。例えば、無線基地局１
００－１は、負荷の高いＣｅｌｌ（無線基地局）の判定パラメータを、負荷の低いＣｅｌ
ｌ（無線基地局）の判定パラメータよりも優先すると決定する。
【０１００】
　第２の方法では、無線基地局１００－１は、加入者情報に基づいて、判定パラメータの
優先度を決定する。例えば、無線基地局１００－１は、所定値以上の料金がオペレータに
払われている無線端末１０が多いＣｅｌｌの判定パラメータを、所定値以上の料金がオペ
レータに払われている無線端末１０が少ないＣｅｌｌの判定パラメータよりも優先すると
決定する。
【０１０１】
　第３の方法では、無線基地局１００－１は、オペレータ設定情報に基づいて、判定パラ
メータの優先度を決定する。例えば、無線基地局１００－１は、オペレータが優先する無
線基地局１００に該当するＣｅｌｌの判定パラメータを、他のＣｅｌｌの判定パラメータ
よりも優先すると決定する。
【０１０２】
　本実施形態において、無線基地局１００－１は、ＣｅｌｌＢの負荷情報と自セルである
ＣｅｌｌＡとの負荷情報を比較して、ＣｅｌｌＡの負荷がＣｅｌｌＢの負荷よりも高いと
判定したと仮定する。従って、無線基地局１００－１は、ＣｅｌｌＡの判定パラメータを
ＣｅｌｌＢの判定パラメータよりも優先すると決定する。
【０１０３】
　無線基地局１００－１は、ＣｅｌｌＡの判定パラメータを、ＣｅｌｌＢの判定パラメー
タよりも優先すると決定しているため、判定パラメータを設定（決定）する。或いは、無
線基地局１００－１は、すでに設定されている判定パラメータを変更せずに維持する。従
って、無線基地局１００－１は、ＣｅｌｌＢの判定パラメータを考慮せずに、ＣｅｌｌＡ
の判定パラメータを設定する。無線基地局１００－１は、例えば、ＣｅｌｌＡに接続し難
くなるように判定パラメータを設定する。すなわち、判定パラメータは、無線ＬＡＮへの
切り替えを促すパラメータである。例えば、無線基地局１００－１は、オフロード処理に
おける移動通信網側の第１情報に関する閾値を（第１所定値よりも）高く設定する。或い
は、無線基地局１００－１は、オフロード処理における無線ＬＡＮ側の第２情報に関する
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閾値を（第２所定値よりも）低く設定する。
【０１０４】
　また、無線基地局１００－１は、自セル内のアクセスポイント２００の負荷情報を取得
し、取得した負荷情報に基づいてＣｅｌｌＡの判定パラメータを決定してもよい。例えば
、無線基地局１００－１は、アクセスポイント２００の負荷が低い場合は、判定パラメー
タを無線ＬＡＮへの切り替えを促すパラメータに設定できる。無線基地局１００－１は、
アクセスポイント２００の負荷が高い場合は、判定パラメータを無線ＬＡＮへの切り替え
を控えるパラメータに設定できる。
【０１０５】
　無線基地局１００－２は、自セル内のアクセスポイント２００のうち、ＣｅｌｌＡ及び
ＣｅｌｌＢの重複部分に存在するアクセスポイント２００の負荷情報に（のみ）基づいて
、ＣｅｌｌＡの判定パラメータを決定してもよい。ＣｅｌｌＡ及びＣｅｌｌＢの重複部分
に存在するアクセスポイント２００を発見する方法は、第２実施形態で説明する。
【０１０６】
　ステップＳ１０４において、無線基地局１００－２は、無線基地局１００－１と同様に
、判定パラメータの優先度を決定する。なお、無線基地局１００－２は、ここで、自局１
００－２（ＣｅｌｌＢ）の判定パラメータの優先度を決定せずに、後述するステップＳ１
０５において無線基地局１００－１から通知される無線基地局１００－１（ＣｅｌｌＡ）
の判定パラメータの優先度に基づいて、自局（ＣｅｌｌＢ）の判定パラメータの優先度を
決定してもよい。例えば、無線基地局１００－２は、無線基地局１００－１から通知され
る無線基地局１００－１（ＣｅｌｌＡ）の判定パラメータの優先度が高い（Ｐｒｉｏｒｉ
ｔｙ　Ｈｉｇｈ）場合、自局１００－２（ＣｅｌｌＢ）の判定パラメータの優先度を低い
（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ　Ｌｏｗ）と決定してもよい。この場合、ステップＳ１０１において
、無線基地局１００－２は、無線基地局１００－１から自局（無線基地局１００－１）に
関する情報を取得しなくてもよい。また、無線基地局１００－２は、自局１００－２（Ｃ
ｅｌｌＢ）の判定パラメータの優先度を決定せずに、無線基地局１００－１から通知され
た無線基地局１００－１（ＣｅｌｌＡ）の判定パラメータ及び無線基地局１００－１（Ｃ
ｅｌｌＡ）判定パラメータの優先度に基づいて自局１００－２（ＣｅｌｌＢ）の判定パラ
メータを決定してもよい。
【０１０７】
　本実施形態において、ＣｅｌｌＡの判定パラメータの優先度が、ＣｅｌｌＢの判定パラ
メータの優先度よりも高いため、無線基地局１００－２は、判定パラメータを設定しない
。或いは、無線基地局１００－２は、すでに設定されている判定パラメータを変更せずに
維持する。
【０１０８】
　ステップＳ１０５において、優先度の高い判定パラメータを保持する無線基地局１００
－１は、無線基地局１００－１において設定された判定パラメータを、無線基地局１００
－２に送信する。
【０１０９】
　無線基地局１００－１は、判定パラメータと共に、判定パラメータの優先度を示す情報
を無線基地局１００－２に送信する。本実施形態では、判定パラメータの優先度を示す情
報は、ＣｅｌｌＢの判定パラメータに対するＣｅｌｌＡの判定パラメータの優先度が高い
ことを示す情報（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ　Ｈｉｇｈ）である。なお、無線基地局１００－１は
、自セル（自局）の判定パラメータが他セル（他の無線基地局）の判定パラメータより優
先する場合にのみ、判定パラメータの優先度（相対的な判定パラメータの優先度）を送信
してもよい。これによって、複数の無線基地局１００が自局の判定パラメータの優先度（
優先度が高い又は低いこと）を他の無線基地局に送信することによって、トラフィックが
増加すると共に判定パラメータの優先度に関する情報が錯綜する状況の発生を低減するこ
とができる。
【０１１０】



(15) JP 6445575 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

　また、上記実施形態では、無線基地局１００－１は、判定パラメータの優先度（Ｐｒｉ
ｏｒｉｔｙ　Ｈｉｇｈ）を無線基地局１００－２に送信しているが、これに限られず、例
えば、各無線基地局１００－１、１００－２が他の無線基地局から取得した当該他の無線
基地局に関する情報に基づいて自局の判定パラメータの優先度を決定し、他の無線基地局
の判定パラメータを考慮して、自局の判定パラメータを決定してもよい。
【０１１１】
　また、無線基地局１００－１は、判定パラメータの優先度を示す情報と共に、優先度の
持続時間を示すタイマ情報を送信してもよい。優先度の持続時間を示すタイマが満了した
場合、ＣｅｌｌＢの判定パラメータに対するＣｅｌｌＡの判定パラメータの優先度が無効
となる。
【０１１２】
　ステップＳ１０６において、無線基地局１００－２は、無線基地局１００－１から受信
した判定パラメータの優先度（Ｐｒｏｒｉｔｙ　Ｈｉｇｈ）によると、ＣｅｌｌＡの判定
パラメータがＣｅｌｌＢの判定パラメータよりも優先されるため、ＣｅｌｌＡの判定パラ
メータを考慮して、ＣｅｌｌＢの判定パラメータを設定（決定）する。
【０１１３】
　ＣｅｌｌＡの判定パラメータが、無線ＬＡＮへの切り替えを促すパラメータである場合
、無線基地局１００－２は、ＣｅｌｌＢの判定パラメータを無線ＬＡＮへの切り替えを控
えるパラメータに設定する。例えば、無線基地局１００－２は、オフロード処理における
移動通信網側の第１情報に関する閾値を（第１所定値よりも）低く設定する。或いは、無
線基地局１００－１は、オフロード処理における無線ＬＡＮ側の第２情報に関する閾値を
（第２所定値よりも）高く設定する。
【０１１４】
　また、ＣｅｌｌＡの判定パラメータが、無線ＬＡＮへの切り替えを控えるパラメータで
ある場合、無線基地局１００－２は、ＣｅｌｌＢの判定パラメータを無線ＬＡＮへの切り
替えを促すパラメータ若しくは無線ＬＡＮへの切り替えを控えるパラメータに設定する。
つまり、この場合、無線基地局１００－１エリア内の無線端末１０が無線ＬＡＮへのオフ
ロードを控えるため、ピンポン現象が発生する可能性が低い。従って、無線基地局１００
－２は、いずれのパラメータ（無線ＬＡＮへの切り替えを促すパラメータ及び無線ＬＡＮ
への切り替えを控えるパラメータ）に設定してもよい。
【０１１５】
　なお、無線基地局１００－２は、判定パラメータの優先度について、ステップＳ１０４
の比較によって、優先される判定パラメータを認識してもよい。或いは、無線基地局１０
０－２は、無線基地局１００－１からの判定パラメータの優先度を示す情報に基づいて、
優先される判定パラメータを認識してもよい。
【０１１６】
　なお、無線基地局１００－２は、ＣｅｌｌＡ及びＣｅｌｌＢの重複部分にアクセスポイ
ント２００が存在する場合に、ＣｅｌｌＡの判定パラメータを考慮して、ＣｅｌｌＢの判
定パラメータを設定してもよい。
【０１１７】
　ステップＳ１０７において、無線基地局１００－２は、設定された自局１００－２（Ｃ
ｅｌｌＢ）の判定パラメータを無線基地局１００－１に送信する。なお、このステップＳ
１０７は省略してもよい。
【０１１８】
　その後、無線基地局１００－１は、設定されたＣｅｌｌＡの判定パラメータを自セル内
の無線端末１０－１に通知する。無線基地局１００－２は、設定されたＣｅｌｌＢの判定
パラメータを自セル内の無線端末１０－２に通知する。
【０１１９】
　なお、無線基地局１００－１は、アクセスポイント２００の負荷情報を取得し、判定パ
ラメータが適切に設定されているか否かを判定してもよい。すなわち、無線基地局１００
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－１は、判定パラメータの設定によって、ピンポン現象の発生が低減できたか否かを判定
してもよい。例えば、無線基地局１００－１は、アクセスポイント２００の負荷の変動が
一定の範囲内である場合、判定パラメータが適切に設定されていると判定する。そうでな
い場合、無線基地局１００－１は、判定パラメータを変更してもよい。或いは、無線基地
局１００－１は、判定パラメータを変更させるための指示を無線基地局１００－２に送信
してもよい。
【０１２０】
　或いは、無線基地局１００－２が、アクセスポイント２００の負荷情報に基づいて、判
定パラメータが適切に設定されているか否かを判定してもよい。無線基地局１００－２は
、判定結果に基づいて、優先度の高い判定パラメータが設定された無線基地局１００－１
に判定パラメータの変更を要求してもよい。
【０１２１】
　（無線基地局１００の動作）
　次に、無線基地局１００の動作の一例について、図７を用いて説明する。図７は、本実
施形態に係る無線基地局１００の動作の一例を説明するためのフローチャートである。
【０１２２】
　ステップＳ２０１において、無線基地局１００は、負荷情報などの自局に関する情報及
び判定パラメータを近隣基地局１００と交換する。
【０１２３】
　ステップＳ２０２において、無線基地局１００は、近隣基地局１００の近隣セルの判定
パラメータ及び自セルの判定パラメータのそれぞれを閾値と比較する。ここでいう閾値は
、無線ＬＡＮへの切り替えを促す判定パラメータか否かを判定するための閾値である。つ
まり、判定パラメータが閾値より大きい（若しくは小さい）場合には、無線基地局１００
は、当該判定パラメータが無線ＬＡＮへの切り替えを促す判定パラメータであると判定す
る。一方で、判定パラメータが閾値より小さい（若しくは大きい）場合には、無線基地局
１００は、当該判定パラメータが無線ＬＡＮへの切り替え難くなる判定パラメータである
と判定する。判定の詳細については、以下のステップＳ２０３において後述する。具体的
には、閾値は、移動通信網におけるＲＳＲＰｍｅａｓ及びＲＳＲＱｍｅａｓのうちの少な
くとも一つの特定の値及び／又は無線ＬＡＮのＣｈａｎｎｅｌＵｔｉｌｉｚａｔｉｏｎＷ
ＬＡＮ、ＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＤｌＷＬＡＮ、ＢａｃｋｈａｕｌＲａｔｅＵｌＷＬＡ
Ｎ及びＲＳＳＩの少なくともいずれか一つの特定の値であってもよい。
【０１２４】
　なお、ステップＳ２０２では、無線基地局１００－１は、近隣基地局１００のセル（近
隣セル）の判定パラメータと自セルの判定パラメータとを比較してもよい。具体的には、
無線基地局１００－１は、互いの判定パラメータが所定の値以内であるか否かを判定して
もよい。このようにすれば、無線基地局１００－１は、少なくとも、互いの判定パラメー
タが同様のもの、すなわち、互いの判定パラメータが無線ＬＡＮへの切り替えを促す判定
パラメータである可能性があることを判定できる。従って、無線基地局１００－１は、互
いの判定パラメータが所定の値以内であるか否かを判定した場合には、ステップＳ２０４
を実行してもよい。
【０１２５】
　ステップＳ２０３において、無線基地局１００は、ステップＳ２０２における比較結果
に基づいて、両方の判定パラメータが、無線ＬＡＮへの切り替えを促すパラメータである
か否かを判定する。また、無線基地局１００は、自セル及び近隣セルの両方の負荷が閾値
よりも高いか否かを判定してもよい。
【０１２６】
　無線基地局１００は、両方の判定パラメータが無線ＬＡＮへの切り替えを促すパラメー
タでないと判定された場合、ステップＳ２０１の処理が実行される。一方、無線基地局１
００は、両方の判定パラメータが無線ＬＡＮへの切り替えを促すパラメータであると判定
された場合、ステップＳ２０４の処理が実行される。
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【０１２７】
　ステップＳ２０４において、無線基地局１００は、近隣セルの負荷情報と自セルの負荷
情報とを比較する。また、無線基地局１００は、近隣セルの加入者情報と自セルの加入者
情報とを比較してもよい。また、無線基地局１００は、近隣セルのオペレータ情報と自セ
ルのオペレータ情報とを比較してもよい。また、無線基地局１００は、近隣セルの負荷情
報、加入者情報及びオペレータ情報と自セルの負荷情報、加入者情報及びオペレータ情報
とを比較してもよい。
【０１２８】
　ステップＳ２０５において、無線基地局１００は、自セルの負荷が近隣セルの負荷より
も高いか否かを判定する。無線基地局１００は、自セルの負荷が近隣セルの負荷よりも高
いと判定した場合、ステップＳ２０６の処理を実行する。無線基地局１００は、自セルの
負荷が近隣セルの負荷よりも低いと判定した場合、処理を終了する。
【０１２９】
　或いは、無線基地局１００は、加入者情報に基づいて、無線端末１０の契約料が高いユ
ーザの無線端末１０が近隣セルよりも自セルに多く存在する場合、ステップＳ２０６の処
理を実行してもよい。
【０１３０】
　つまり、ステップＳ２０５において、無線基地局１００は、自セルの判定パラメータの
優先度（すなわち、自セルの判定パラメータを隣接セルの判定パラメータに優先して設定
するか否か）を、自セル及び隣接セルの負荷情報、加入者情報及びオペレータ情報を比較
することによって、判定する。
【０１３１】
　ステップＳ２０６において、無線基地局１００は、自セルの判定パラメータの優先度が
高いため（自セルの判定パラメータが他セルの判定パラメータに比べて優先するため）、
近隣セルの判定パラメータを考慮せずに、自セルの判定パラメータを決定する。また、無
線基地局１００は、自セルの判定パラメータの優先度が高いことを示す情報と共に、自セ
ルの判定パラメータを近隣基地局１００に通知する。
【０１３２】
　［第２実施形態］
　次に、第２実施形態について説明する。第１実施形態と異なる部分を中心に説明し、第
１実施形態と同様の部分は、説明を省略する。
【０１３３】
　第１実施形態では、無線基地局１００は、判定パラメータの優先度に基づいて、他のセ
ルの判定パラメータを考慮して、自セルの判定パラメータを設定することによって、ピン
ポン現象の発生を低減させていた。
【０１３４】
　本実施形態では、自セル内に存在するアクセスポイント２００の識別子のリスト（以下
、ＷＬＡＮＩＤリスト）を無線端末１０に送信する無線基地局１００が、自セルのカバレ
ッジエリア及び近隣セルのカバレッジエリアの重複部分に存在するアクセスポイント２０
０の識別子をＷＬＡＮＩＤリストから除外する。これにより、無線端末１０が、重複部分
に存在するアクセスポイント２００に発見し難くなるため、重複部分に存在するアクセス
ポイント２００に起因したピンポン現象の発生を低減させることができる。
【０１３５】
　以下に、第２実施形態に係る動作について説明する。第２実施形態に係る動作環境は、
第１実施形態に係る動作環境と同様である。
【０１３６】
　本実施形態では、無線基地局１００は、自セル内に存在するアクセスポイント２００の
識別子のリストであるＷＬＡＮＩＤリストを保持する。ＷＬＡＮＩＤリストは、接続を推
奨するアクセスポイント２００の識別子のリストであってもよい。無線基地局１００は、
保持するＷＬＡＮＩＤリストを無線端末１０に送信する。無線基地局１００は、ＷＬＡＮ
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ＩＤリストを含むＳＩＢを報知してもよいし、保持するＷＬＡＮＩＤリストを含む個別信
号（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を各無線端末１０に送信してもよい。
【０１３７】
　ＷＬＡＮＩＤリストに含まれるアクセスポイント２００の識別子は、ＢＳＳＩＤ（Ｂａ
ｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、ＨＥＳＳＩＤ（Ｈｏｍｏｇ
ｅｎｏｕｓ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、Ｓ
ＳＩＤ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）の少なくともいずれかである
。
【０１３８】
　第１に、無線基地局１００－１は、自セルのＷＬＡＮＩＤリスト（以下、第１のＷＬＡ
ＮＩＤリスト）を無線基地局１００－２に送信する。なお、無線基地局１００－１は、第
１のＷＬＡＮＩＤリストに存在する少なくとも一部のアクセスポイント２００の識別子を
無線基地局１００－２に送信してもよい。例えば、無線基地局１００－１は、第１のＷＬ
ＡＮＩＤリストに存在するアクセスポイント２００のうち自セルと無線基地局１００－２
のセルとの重複部分に存在するアクセスポイント２００の識別子を無線基地局１００－２
に送信してもよい。
【０１３９】
　第２に、無線基地局１００－２は、無線基地局１００－１からの第１のＷＬＡＮＩＤリ
ストと、自セルのＷＬＡＮＩＤリスト（以下、第２のＷＬＡＮＩＤリスト）とを比較して
、第１のＷＬＡＮＩＤリストと第２のＷＬＡＮＩＤリストとに共通するアクセスポイント
２００の識別子が存在するか否かを判定する。ＷＬＡＮＩＤリストは、自セル内に存在す
るアクセスポイント２００の識別子のリストであるため、第１のＷＬＡＮＩＤリストと第
２のＷＬＡＮＩＤリストとに共通するアクセスポイント２００の識別子は、無線基地局１
００－１のセルと無線基地局１００－２のセルとの重複部分に存在するアクセスポイント
２００の識別子と一致する。無線基地局１００－２は、共通するアクセスポイント２００
の識別子が存在する場合、共通するアクセスポイント２００の識別子を第２のＷＬＡＮＩ
Ｄリストから削除する。
【０１４０】
　或いは、無線基地局１００－２は、無線基地局１００－１（のセル）の方が無線基地局
１００－２（のセル）よりも優先される場合に、共通するアクセスポイント２００の識別
子を第２のＷＬＡＮＩＤリストから削除する。無線基地局１００の優先度は、第１実施形
態で説明した判定パラメータの優先度と同様の方法によって決定することができる。
【０１４１】
　第３に、無線基地局１００－２は、第２のＷＬＡＮＩＤリストを自セル内の無線端末１
０に送信する。無線端末１０は、第２のＷＬＡＮＩＤリストに存在するアクセスポイント
２００の識別子に基づいて、移動通信網と無線ＬＡＮとの間で待ち受け先又は接続先を切
り替える切替処理を実行できる。
【０１４２】
　例えば、無線端末１０が、第２のＷＬＡＮＩＤリストに存在するアクセスポイント２０
０にのみ接続できる場合、無線基地局１００－１のセルに在圏する無線端末１０が、セル
の重複部分に存在するアクセスポイント２００に接続できるが、無線基地局１００－２の
セルに在圏する無線端末１０は、セルの重複部分に存在するアクセスポイント２００に接
続できない。その結果、ピンポン現象の発生を低減できる。
【０１４３】
　或いは、ＷＬＡＮＩＤリストに存在するアクセスポイント２００の方が、ＷＬＡＮＩＤ
リストに存在しないアクセスポイント２００よりも優先度が高い場合、無線端末１０は、
ＷＬＡＮＩＤリストに存在するアクセスポイント２００が発見できない場合にのみ、セル
の重複部分に存在するアクセスポイント２００に接続できる。その結果、ピンポン現象の
発生を低減できる。
【０１４４】
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　［その他の実施形態］
　本出願の内容を上述した各実施形態によって説明したが、この開示の一部をなす論述及
び図面は、この出願の内容を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当
業者には様々な代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。
【０１４５】
　上述の第１実施形態において、無線基地局１００は、第２実施形態で説明したように、
ＣｅｌｌＡ及びＣｅｌｌＢのＷＬＡＮＩＤリストに基づいて、ＣｅｌｌＡ及びＣｅｌｌＢ
の重複部分に存在するアクセスポイント２００を発見することができる。
【０１４６】
　第１実施形態において、Ｃｅｌｌの判定パラメータの優先度を示す情報は、上述したよ
うに相対的な優先度を示す情報であってもよいし、絶対的な優先度を示す情報であっても
よい。例えば、無線基地局１００は、２つのＣｅｌｌを比較するケースでは、相対的な優
先度を示す情報を、他の無線基地局１００に送信してもよく、３つのＣｅｌｌを比較する
ケースでは、絶対的な優先度を示す情報を、他の無線基地局１００に送信してもよい。
【０１４７】
　２つのＣｅｌｌを比較するケースでは、例えば、優先度の高いＣｅｌｌを管理する無線
基地局のみが、優先度の低いＣｅｌｌを管理する無線基地局に対して、優先度を示す情報
を送信してもよい。或いは、優先度の低いＣｅｌｌを管理する無線基地局のみが、優先度
の高いＣｅｌｌを管理する無線基地局に対して、優先度を示す情報を送信してもよい。
【０１４８】
　３つのＣｅｌｌを比較するケースの一例として、ＣｅｌｌＡの負荷情報が４０を示し、
ＣｅｌｌＢの負荷情報が５０を示し、ＣｅｌｌＣの負荷情報が７０を示すケースについて
、説明する。ここでは、優先度の高いＣｅｌｌを管理する無線基地局が、優先度の低いＣ
ｅｌｌを管理する無線基地局に対して、優先度を示す情報を送信すると仮定して説明を進
める。
【０１４９】
　ＣｅｌｌＣを管理する無線基地局１００－３が、ＣｅｌｌＣの負荷が他のＣｅｌｌの負
荷よりも高いと判断し、ＣｅｌｌＡを管理する無線基地局１００－１及びＣｅｌｌＢを管
理する無線基地局１００－２のそれぞれに、優先度を示す情報として、自セルの優先度の
高さを示す情報を送信する。具体的には、無線基地局１００－３は、優先度を示す情報と
して、ＣｅｌｌＣがＣｅｌｌＡよりも３０高いことを示す情報を無線基地局１００－１に
送信し、ＣｅｌｌＣがＣｅｌｌＢよりも２０高いことを示す情報を無線基地局１００－２
に送信する。同様にして、無線基地局１００－２は、優先度を示す情報として、Ｃｅｌｌ
ＢがＣｅｌｌＡよりも１０高いことを示す情報を無線基地局１００－１に送信する。
【０１５０】
　無線基地局１００－１は、ＣｅｌｌＡが、ＣｅｌｌＢよりも２０低く、且つ、Ｃｅｌｌ
Ｃよりも３０低いことを把握できる。無線基地局１００－１は、これらの値を考慮して、
ＣｅｌｌＡの判定パラメータを決定できる。例えば、無線基地局１００－１は、Ｃｅｌｌ
Ｃの判定パラメータをＣｅｌｌＢの判定パラメータよりも優先的に考慮して、ＣｅｌｌＡ
の判定パラメータを決定できる。
【０１５１】
　第２実施形態において、無線基地局１００は、第１のＷＬＡＮＩＤリストと第２のＷＬ
ＡＮＩＤリストとに共通するアクセスポイント２００の識別子（以下、共通ＡＰ識別子）
をＷＬＡＮＩＤリストから削除していたが、これに限られない。例えば、無線基地局１０
０は、共通ＡＰ識別子を、自セル内の無線端末１０が保持するＷＬＡＮＩＤリストから共
通するＡＰ識別子を除外させるために除外情報を無線端末１０に送信してもよい。除外情
報は、共通ＡＰ識別子を含むメッセージである。除外情報を受信した無線端末１０は、保
持するＷＬＡＮＩＤリストから、除外情報に含まれる共通ＡＰ識別子と一致するＡＰ識別
子を除外する。これにより、無線端末１０は、セルの重複部分に存在するアクセスポイン
ト２００に接続できない。その結果、ピンポン現象の発生を低減できる。なお、無線端末
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１０は、オフロード処理のために使用されるＷＬＡＮＩＤリストにおいて共通ＡＰ識別子
と一致するＡＰ識別子を削除し、オフロード処理ではない場合に使用されるＷＬＡＮＩＤ
リストにおいては共通ＡＰ識別子と一致するＡＰ識別子を維持してもよい。
【０１５２】
　或いは、無線基地局１００は、共通ＡＰ識別子に対応付けられた特定判定パラメータの
設定情報を自セル内の無線端末１０に送信してもよい。或いは、無線基地局１００は、共
通ＡＰ識別子以外のＷＬＡＮＩＤリストに存在するＡＰ識別子に対応付けられた判定パラ
メータの設定情報を自セル内の無線端末１０に送信してもよい。例えば、無線基地局１０
０は、セルの重複部分に存在しない通常のアクセスポイント２００に対しては、無線ＬＡ
Ｎへの切り替えを促すパラメータを特定判定パラメータとして設定する。或いは、無線基
地局１００は、セルの重複部分に存在するアクセスポイント２００に対しては、無線ＬＡ
Ｎへの切り替えを控えるパラメータを特定判定パラメータとして設定する。或いは、無線
基地局１００は、両方の動作を行ってもよい。無線基地局１００は、設定された特定判定
パラメータを、無線端末１０に送信する。
【０１５３】
　特定判定パラメータの設定情報を受信した無線端末１０は、特定判定パラメータが設定
されたＡＰ識別子に対応するアクセスポイント２００に対しては、特定判定パラメータを
使用し、それ以外のアクセスポイント２００に対しては、通常の判定パラメータを使用す
る。これにより、無線基地局１００は、セルの重複部分に存在するアクセスポイント２０
０へのオフロード処理を制御することができる。その結果、ピンポン現象の発生を低減で
きる。
【０１５４】
　各実施形態では、移動通信網としてＬＴＥを例示した。しかしながら、実施形態はこれ
に限定されるものではない。移動通信網は、通信キャリアによって提供されるネットワー
クであればよい。従って、移動通信網は、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）であってもよく、ＧＳＭ（登
録商標）であってもよい。
【０１５５】
　なお、日本国特許出願第２０１４－１９７６１１号（２０１４年９月２６日出願）の全
内容が、参照により、本願明細書に組み込まれている。
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